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近年の国の動向や「美祢市障害者計画（平成29年度～令和3年度）」（以下「前計画」という。）にお

ける取り組みの成果を踏まえ、障害者施策にかかわる基本的な理念や原則を再確認しながら、

障害者を取り巻く環境の変化と新たな課題やニーズにも対応した本計画を策定しました。

住み慣れた地域で

だれもが安心して暮らせる

まちづくり

本計画では、前計画の基本目標「住み慣れた地

域で だれもが安心して暮らせる まちづくり」を

引き継ぎつつ、国が推進する「地域共生社会」の実

現に向け、地域住民が主体的に地域づくりに取り

組むための仕組みづくりや制度の縦割りを超え

た包括的な支援体制の構築を目指します。

共生社会の実現には、市民全体が障害や障害の

ある人への正しい理解を深める必要があり、一方

で、障害のある人には積極的な社会参加を促すな

ど、相互で意識向上に努めることが必要です。

「地域（住民一人ひとり）」「障害のある人」「関係機

関」という三者の力の結集による相乗効果で、そ

の実現を図ります。

本計画は、障害者基本法に基づく「障害者のための施策に関する基本的な計画」です。市におけ

る障害者に関連する施策を全体的に把握し、体系づけることで、障害のある人を取り巻く地域環

境の整備を計画的に進めるとともに、市民や事業者、各種団体が積極的な活動を行うための指針

となる５年間の計画です。

基本目標 基本方針 施　　策

①理解の促進

②権利擁護の推進

③環境整備の促進

障害を

知　る

権利を

守　る

安全に

暮らす

基本方針 1

～共生のまちづくりの推進～ P3へ

①相談支援体制の充実

②生活支援の充実

③保健・医療の充実

相　談

す　る

地域で

暮らす

健康を

保　つ

～地域生活の支援体制の充実～ P4へ

基本方針 2

①就労・雇用への支援

②教育・療育への支援

③社会参加への支援と

　人材の育成

働　く

学　ぶ

参　加

す　る

～自立支援と社会参加の促進～

P5へ
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計画策定の趣旨
けい  かく さく  てい　　　しゅ　し

計画の施策体系
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計画の位置づけ
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計画の基本目標
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ともに支え合う

まちづくり

安心して暮らせる

まちづくり

いきいきと自分らしく

社会参加できる
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●障害の特性を知り、障害に対する理解を深

めましょう。

●障害のあるなしに関わらずさまざまな活動

に参加し、交流の機会をつくりましょう。

○障害者理解のための啓発・広報活動の充実

○人権教育・福祉教育の充実

○啓発イベントと交流の充実

○ボランティア活動の促進

キーワード めざす将来像を実現するために必要なこと 市の主な取り組み

障害を

知　る

安全に

暮らす

基本方針 1 ともに支え合うまちづくり

健康を

保　つ

●障害を理由とした差別や虐待をなくしま

しょう。

●自分のことは自分で決めるという思いを大

切にしましょう。自分で決めることが難し

い人には、お手伝いをします。

○障害者への虐待防止

○障害者の権利擁護の充実

○権利擁護支援のための地域連携

　ネットワークの構築

○障害者差別解消の推進

●障害があっても、出かけやすい場所や使い

やすい施設などを増やす取り組みをしま

しょう。

●地震や台風など災害が起きた時、困らない

ようにしましょう。

○バリアフリー化とユニバーサルデザインの推進

○避難行動要支援者の情報把握と

　関係機関との連携

○情報伝達手段の確保と

　緊急通報連絡体制の整備充実

～共生のまちづくりの推進～

障害を知ることから始め、

障害のある人と関わる機会

をつくりましょう。

地　域

困ったことや自分がしてほ

しいことを、まわりの人に

伝えましょう。

障害のある人

障害の特性や障害に関す

る理解を深めることや、障害

のある人が権利を守るために

必要な仕組みを連携して

つくりましょう。

関係機関

●いろいろな困ったことを、相談できるよう

にしましょう。

●すべての年代で、必要な手助けが受けられ

るようにしましょう。

○相談支援体制の充実

○障害者ケアマネジメント体制の充実

○｢美祢市地域自立支援協議会」を核とした

　関係機関の連携の強化

キーワード めざす将来像を実現するために必要なこと 市の主な取り組み

基本方針 2 安心して暮らせるまちづくり

●住み慣れた身近な地域で暮らせるように、

福祉サービスや障害年金、手当など

　いろいろな制度を利用しましょう。

○各種障害福祉サービスの充実

○移動支援等の充実

○入所・入院から地域生活への

　移行に対する支援の充実

○多様な手段による情報提供の充実

●一人ひとりに合った心や体の健康が

　保てるよう適切な医療を受けるように

　しましょう。

○障害の早期発見・早期治療・早期療育の推進

○精神保健知識の普及・啓発と

　心の健康づくりの推進

○医療及びリハビリテーションの充実

～地域生活の支援体制の充実～

あいさつをかわしたり、話

をしたり、日ごろからおつ

きあいをしましょう。

地　域

困ったことがあったら、いろ

いろな人に相談しましょう。

障害のある人

気軽に相談できる体制

を整えましょう。いろいろ

な福祉サービスを受けられ

るよう連携しましょう。

関係機関

相　談

す　る

地域で

暮らす
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　　しょうがい　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　  ば しょ　　つか

　　　　　　　　　し  せつ　　　　　　　　ふ 　　　　　と　　　 く

　　　じ しん　　 たいふう　　　　 さいがい　　　お　　　　　とき　 こま

　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいしん

   ひ なんこうどうようしえんしゃ　じょうほうは あく

 かんけいきかん　　　　れんけい

じょうほうでんたつしゅだん かくほ

きんきゅうつうほうれんらくたいせい せいびじゅうじつ

あん ぜん

　く

 けん こう

 たも

きょうせい　　　　　　　　　　　　　 すいしん

権利を

守　る

 けん り

 まも

しょうがい　　し　　　　　　　　　　　 はじ

しょうがい　　　　　 ひと　　 かか　　　　 き かい

ち　　　　　 いき

こま　　　　　　　　　　　じ ぶん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと

　 つた

しょう　がい　　　　　　　　　　　ひと

　しょうがい　　とくせい　しょうがい　 かん

　　　り かい　　ふか　　　　　　　　　　しょうがい

　　　　　　ひと　　けん り　　 まも

　 ひつよう　　 し 　く　　　　　れんけい

かん　　けい　　き　　かん

　　　　　　　　　　　　 こま　　　　　　　　　　　　そうだん

　　　　　　　　　　 ねん だい　　　 ひつよう　　  て  だす　　　　 う

そうだん し  えん たいせい　じゅうじつ

しょうがいしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　たいせい　じゅうじつ

　 み   ね   し   ち いき じ りつ し えんきょうぎかい　　　 かく

かんけい  き かん　　れんけい　  きょうか

しょうらいぞう　 じつげん　　　　　　　　 ひつよう し　　おも　　と　　 く

き　ほん　ほう しん

あんしん　　　　　  く

　　　す　　　な　　　　　 み ぢか　　  ち いき　　　く

　　 ふく し　　　　　　　　　　 しょうがいねんきん　て あて

　　　　　　　　　　　　せい ど　　　り　よう

　かくしゅしょうがいふくし　　　　　　　　　 じゅうじつ

　 い どう し  えんなど　 じゅうじつ

にゅうしょ にゅういん　　　  ち  いきせいかつ

    い こう　　たい　　　　 し えん　 じゅうじつ

　 た よう　　しゅだん　　　　　 じょうほうていきょう じゅうじつ

　　 ひとり　　　　　　　　　 あ　　　　こころ　 からだ　　けんこう

　　たも　　　　　　　　てきせつ　　  いりょう　　う

しょうがい　　そう き はっけん　そう  き  ちりょう そう  きりょういく　 すいしん

  せいしん ほ  けん ち しき　　 ふきゅう  けいはつ

こころ　　けんこう　　　　　　　  すいしん

　 いりょうおよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅうじつ

ち   いき せい かつ　　 し えん たい せい　  じゅうじつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし

　　　　　　　　　　 ひ

ち　　　　　 いき

こま　　　　　　　　　　　

　　　　　　ひと　　そうだん

しょう　がい　　　　　　　　　　　ひと

　　 き がる　　 そうだん　　　　　　  たいせい

　　ととの

　　 ふく し　　　　　　　　　　　う

　　　　　　　 れんけい

かん　　けい　　き　　かん

 そう　　 だん

  ち　いき

  く

ち　　いき　　　　なか　　　　   たが　　　　　　　みと　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　 ささ　　　　 あ

あん　 ぜん　　　　　く　　　　　　　　　　　かん　きょう　　　  ととの

しょう　 らい　　ぞう しょう　 らい　　ぞう

　　 ひつ　 よう　　　　　　　　　　　　　　てき   せつ　　　　　ほ　  けん　　　　い    りょう         ふく　　し

  り　　よう　　　　　あん　しん　　　　　　　 く　　　　　　　　 かん   きょう          ととの

めざす将来像
だれもが地域の中で 互いに認め合い ともに支え合って

安全に暮らす　環境が整っています

それぞれの立場で取り組みましょう
たち　 ば　　　　と　　　　く

めざす将来像
だれもが必要なときに 適切な保健・医療・福祉サービスを

利用し 安心して暮らす 環境が整っています

それぞれの立場で取り組みましょう
たち　 ば　　　　と　　　　く
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●障害の特性を知り、障害に対する理解を深

めましょう。

●障害のあるなしに関わらずさまざまな活動

に参加し、交流の機会をつくりましょう。

○障害者理解のための啓発・広報活動の充実

○人権教育・福祉教育の充実

○啓発イベントと交流の充実

○ボランティア活動の促進

キーワード めざす将来像を実現するために必要なこと 市の主な取り組み

障害を

知　る

安全に

暮らす

基本方針 1 ともに支え合うまちづくり

健康を

保　つ

●障害を理由とした差別や虐待をなくしま

しょう。

●自分のことは自分で決めるという思いを大

切にしましょう。自分で決めることが難し

い人には、お手伝いをします。

○障害者への虐待防止

○障害者の権利擁護の充実

○権利擁護支援のための地域連携

　ネットワークの構築

○障害者差別解消の推進

●障害があっても、出かけやすい場所や使い

やすい施設などを増やす取り組みをしま

しょう。

●地震や台風など災害が起きた時、困らない

ようにしましょう。

○バリアフリー化とユニバーサルデザインの推進

○避難行動要支援者の情報把握と

　関係機関との連携

○情報伝達手段の確保と

　緊急通報連絡体制の整備充実

～共生のまちづくりの推進～

障害を知ることから始め、

障害のある人と関わる機会

をつくりましょう。

地　域

困ったことや自分がしてほ

しいことを、まわりの人に

伝えましょう。

障害のある人

障害の特性や障害に関す

る理解を深めることや、障害

のある人が権利を守るために

必要な仕組みを連携して

つくりましょう。

関係機関

●いろいろな困ったことを、相談できるよう

にしましょう。

●すべての年代で、必要な手助けが受けられ

るようにしましょう。

○相談支援体制の充実

○障害者ケアマネジメント体制の充実

○｢美祢市地域自立支援協議会」を核とした

　関係機関の連携の強化

キーワード めざす将来像を実現するために必要なこと 市の主な取り組み

基本方針 2 安心して暮らせるまちづくり

●住み慣れた身近な地域で暮らせるように、

福祉サービスや障害年金、手当など

　いろいろな制度を利用しましょう。

○各種障害福祉サービスの充実

○移動支援等の充実

○入所・入院から地域生活への

　移行に対する支援の充実

○多様な手段による情報提供の充実

●一人ひとりに合った心や体の健康が

　保てるよう適切な医療を受けるように

　しましょう。

○障害の早期発見・早期治療・早期療育の推進

○精神保健知識の普及・啓発と

　心の健康づくりの推進

○医療及びリハビリテーションの充実

～地域生活の支援体制の充実～

あいさつをかわしたり、話

をしたり、日ごろからおつ

きあいをしましょう。

地　域

困ったことがあったら、いろ

いろな人に相談しましょう。

障害のある人

気軽に相談できる体制

を整えましょう。いろいろ

な福祉サービスを受けられ

るよう連携しましょう。

関係機関

相　談

す　る

地域で

暮らす

　　しょうがい　　とく せい　　  し　　　 しょうがい　　 たい　　　　　り　かい　　ふか しょうがいしゃ り かい　　　　　　　　けいはつ　こうほうかつどう　 じゅうじつ

 じんけんきょういく ふく しきょういく  じゅうじつ

  けいはつ　　　　　　　　　　こうりゅう じゅうじつ

　　　　　　　　　　　　　かつどう　　そくしん

　　　しょうがい　　　　　　　　　　　　かか　　　　　　　　　　　　　　　　 かつどう

　　　　　 さん  か　　　 こうりゅう　   き かい

しょうらいぞう　 じつげん　　　　　　　　 ひつよう し　　おも　　と　　 く

き　ほん　ほう しん

ささ　　　あ

しょうがい

　し

　　しょうがい　　  り ゆう　　　　　　　 さ べつ　　ぎゃくたい

　　 じ ぶん　　　　　　　　 じ ぶん　　　き　　　　　　　　　　　おも　　　　たい

　　せつ　　　　　　　　　　　　　　じ ぶん　　　き　　　　　　　　　　　むずか

　　　　ひと　　　　　　　  て  つだ

しょうがいしゃ　　　 ぎゃくたいぼうし

しょうがいしゃ　　けん り  よう ご　　じゅうじつ

　けん り よう ご   し えん　　　　　　　　 ち いきれんけい

　　　　　　　　　　　　　　　こうちく

しょうがいしゃさべつかいしょう　  すいしん

　　しょうがい　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　  ば しょ　　つか

　　　　　　　　　し  せつ　　　　　　　　ふ 　　　　　と　　　 く

　　　じ しん　　 たいふう　　　　 さいがい　　　お　　　　　とき　 こま

　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいしん

   ひ なんこうどうようしえんしゃ　じょうほうは あく

 かんけいきかん　　　　れんけい

じょうほうでんたつしゅだん かくほ

きんきゅうつうほうれんらくたいせい せいびじゅうじつ

あん ぜん

　く

 けん こう

 たも

きょうせい　　　　　　　　　　　　　 すいしん

権利を

守　る

 けん り

 まも

しょうがい　　し　　　　　　　　　　　 はじ

しょうがい　　　　　 ひと　　 かか　　　　 き かい

ち　　　　　 いき

こま　　　　　　　　　　　じ ぶん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと

　 つた

しょう　がい　　　　　　　　　　　ひと

　しょうがい　　とくせい　しょうがい　 かん

　　　り かい　　ふか　　　　　　　　　　しょうがい

　　　　　　ひと　　けん り　　 まも

　 ひつよう　　 し 　く　　　　　れんけい

かん　　けい　　き　　かん

　　　　　　　　　　　　 こま　　　　　　　　　　　　そうだん

　　　　　　　　　　 ねん だい　　　 ひつよう　　  て  だす　　　　 う

そうだん し  えん たいせい　じゅうじつ

しょうがいしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　たいせい　じゅうじつ

　 み   ね   し   ち いき じ りつ し えんきょうぎかい　　　 かく

かんけい  き かん　　れんけい　  きょうか

しょうらいぞう　 じつげん　　　　　　　　 ひつよう し　　おも　　と　　 く

き　ほん　ほう しん

あんしん　　　　　  く

　　　す　　　な　　　　　 み ぢか　　  ち いき　　　く

　　 ふく し　　　　　　　　　　 しょうがいねんきん　て あて

　　　　　　　　　　　　せい ど　　　り　よう

　かくしゅしょうがいふくし　　　　　　　　　 じゅうじつ

　 い どう し  えんなど　 じゅうじつ

にゅうしょ にゅういん　　　  ち  いきせいかつ

    い こう　　たい　　　　 し えん　 じゅうじつ

　 た よう　　しゅだん　　　　　 じょうほうていきょう じゅうじつ

　　 ひとり　　　　　　　　　 あ　　　　こころ　 からだ　　けんこう

　　たも　　　　　　　　てきせつ　　  いりょう　　う

しょうがい　　そう き はっけん　そう  き  ちりょう そう  きりょういく　 すいしん

  せいしん ほ  けん ち しき　　 ふきゅう  けいはつ

こころ　　けんこう　　　　　　　  すいしん

　 いりょうおよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅうじつ

ち   いき せい かつ　　 し えん たい せい　  じゅうじつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし

　　　　　　　　　　 ひ

ち　　　　　 いき

こま　　　　　　　　　　　

　　　　　　ひと　　そうだん

しょう　がい　　　　　　　　　　　ひと

　　 き がる　　 そうだん　　　　　　  たいせい

　　ととの

　　 ふく し　　　　　　　　　　　う

　　　　　　　 れんけい

かん　　けい　　き　　かん

 そう　　 だん

  ち　いき

  く

ち　　いき　　　　なか　　　　   たが　　　　　　　みと　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　 ささ　　　　 あ

あん　 ぜん　　　　　く　　　　　　　　　　　かん　きょう　　　  ととの

しょう　 らい　　ぞう しょう　 らい　　ぞう

　　 ひつ　 よう　　　　　　　　　　　　　　てき   せつ　　　　　ほ　  けん　　　　い    りょう         ふく　　し

  り　　よう　　　　　あん　しん　　　　　　　 く　　　　　　　　 かん   きょう          ととの

めざす将来像
だれもが地域の中で 互いに認め合い ともに支え合って

安全に暮らす　環境が整っています

それぞれの立場で取り組みましょう
たち　 ば　　　　と　　　　く

めざす将来像
だれもが必要なときに 適切な保健・医療・福祉サービスを

利用し 安心して暮らす 環境が整っています

それぞれの立場で取り組みましょう
たち　 ば　　　　と　　　　く
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本市では、障害や障害のある人への正しい理解を深めるため、市民に対してあいサポート

運動の周知や広報を進め、あいサポーターの増加に努めます。

●障害があっても働くことができるよう、

　いろいろな手助けをしましょう。

●障害があっても会社で働く人が増えるよう

にしましょう。

だれもが、多様な障害の特性、障害のある人が困っていること、

障害のある人への必要な配慮を理解して、障害のある人に対して

ちょっとした手助けや配慮を実践することにより、障害のある人

が暮らしやすい地域社会をつくっていく運動です。平成21年11

月に鳥取県で始まり、山口県でも平成27年8月から運動を推進し

ています。

あいサポート研修を受講した人には「あいサポートバッジ」が配布されます。このバッジを着用す

ることにより、障害のある人が気軽に声をかけやすくなります。

○事業主等への啓発・広報

○就労支援関係機関との連携による

　就労支援体制の構築

○障害者就労施設等への支援

キーワード めざす将来像を実現するために必要なこと 市の主な取り組み

基本方針 3 いきいきと自分らしく社会参加できるまちづくり

ヘルプカード ヘルプマーク

障害や障害のある人への正しい理解を深めるために

●一人ひとりに合った教育が受けられるよう

にしましょう。

●だれもが障害について学ぶことができるよ

うにしましょう。

○インクルーシブ教育システムの構築

○保護者への相談支援体制の充実

○個々の特性とライフステージに応じた

　教育支援の実践

○教育環境の整備

●障害のある人が外出しやすくなる手助けを

しましょう。

●いろいろな芸術活動やスポーツを楽しめる

ようにしましょう。

○文化芸術活動の支援

○スポーツ活動への参加促進

○コミュニケーション支援と

　その担い手の確保

○外出機会の提供と当事者団体等への支援

働　く

学　ぶ

参　加

す　る

～自立支援と社会参加の促進～

障害のある人が地域の行事

などに参加しやしくなる工

夫をしましょう。

地　域

地域の行事やいろいろなイ

ベントに参加しましょう。

必要な情報を積極的に

集めましょう。

障害のある人

一人ひとりの学びや働

くための環境整備、外出の

ための情報を提供しましょ

う。ボランティアの育成

をしましょう。

関係機関

うん　どう　　　　すい　 しん

うん　どう

本市では、義足や人工関節を使用している人、内部障害や難病の人など、外見から分から

なくても援助や配慮を必要としている人々が、周囲の方に配慮を必要としていることを知ら

せることで、援助を得やすくなるよう、ヘルプマーク・ヘルプカードの配布・広報活動を行い

ます。

はい　  ふ　　　  こう　ほう　 かつ　どう　　　　 じっ　 し

　　 ほん　し　　　　　　しょうがい　　しょうがい　　　　　　ひと　　　　 ただ　　　　  り  かい　　  ふか　　　　　　　　　　し  みん　　 たい

 うんどう　　 しゅう ち　　 こうほう　　　すす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞう か　　  つと

　　 ほん　し　　　　　　 ぎ　そく　　 じん こう かん せつ　　  し よう　　　　　　　　　ひと　 ない  ぶ  しょうがい　 なんびょう　　ひと　　　　　  がいけん　　　　　わ

                        えんじょ       はい りょ      ひつ よう                             ひと びと       しゅう い        かた      はい りょ      ひつ よう                                                し

　　　　　　　　　　　　えん じょ　　  え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はい ふ　  こう ほう かつどう　　おこな

てつだ　　　　　　　　　　　　 ねが

  じぎょうぬしなど　　　　けいはつ　こうほう

しゅうろう し えんかんけい き かん　　　　れんけい

しゅうろう し えんたいせい　　こうちく

しょうがいしゃしゅうろうしせつなど　　　　しえん

しょうらいぞう　 じつげん　　　　　　　　 ひつよう し　　おも　　と　　 く

き　ほん　ほう しん

じ  ぶん　　　　　　　 しゃ かい さん　か

　　　ひとり　　　　　　　　　あ　　　　きょういく　　 う

　　　　　　　　　　しょうがい　　　　　　　　まな

　　しょうがい　　　　　　　　　はたら

　　　　　　　　　　　　 て  だす

　　しょうがい　　　　　　　　　　かいしゃ　　はたら　 ひと　　　ふ

　　　　　　　　　　　　 きょういく                        こうちく

   ほ ご しゃ　　　 そうだん し えんたいせい　じゅうじつ

　こ　こ　　とくせい　　　　　　　　　　　　　　　　 おう

きょういくしえん　 じっせん

きょういくかんきょうせいび

　　しょうがい　　　　　  ひと　　がいしゅつ　　　　　　　　　　　　て だす

　　　　　　　　　　　　 げいじゅつかつどう　　　　　　　　　　　　たの

ぶんかげいじゅつかつどう　　　 し えん

　　　　　　　　　かつどう　　　　さん  か そくしん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し えん

　　　　　にな　　 て　　 かく　ほ

　がいしゅつき かい　　 ていきょう　 とう じ　しゃだんたいなど　　　　 し えん

しょう  がい　　　　　しょう  がい　　　　　　　　　　　　ひと　　　　　　　　 ただ　　　　　　　　　り　　かい　　　　　ふか

はたら

まな

さん　　　か

じ  りつ  し　えん　　しゃ かい さん か　　　そく しん

しょうがい　　　　　 ひと　　  ち いき　　ぎょうじ

　　　　　　 さん  か　　　　　　　　　　　　　く

　  ふう

ち　　　　　 いき

  ち  いき　　ぎょうじ

　　　　　　　　 さん か

     ひつよう　　じょうほう　　せっきょくてき

　　　　 あつ

しょう　がい　　　　　　　　　　　ひと

　　ひとり　　　　　　　　　 まな　　　　はたら

　　　　　　　　 かんきょうせいび　　がいしゅつ

　　　　　　じょうほう　ていきょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくせい

かん　　けい　　き　　かん

  しゃ　 かい　　　　 なか　　　　　 こ　  せい　　　　  い　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　も

じ　  ぶん　　　　　　　　　　く　　　　　　　　 かん　きょう　　　 ととの

しょう　 らい　　ぞう

　　　　　　　　　　　 た よう　 しょうがい　　とくせい　しょうがい　　　　　  ひと　　こま

しょうがい　　　　　　ひと　　　　ひつよう　　はい りょ　　 り かい　　　　  しょうがい　　　　　　ひと　　たい

　　　　　　　　　　　　 て  だす　　　　はいりょ　　 じっせん　　　　　　　　　　　　　　 しょうがい　　　　　　ひと

　　 く　　　　　　　　　　　ち  いきしゃかい　　　　　　　　　　　　　　 うんどう　　　　　へいせい　　　 ねん

がつ　　 とっとりけん　　はじ　　　　　やまぐちけん　　　　 へいせい　　　ねん　 がつ　　　　うんどう　　すいしん

　　　　　　　　　　　　　  けんしゅう　 じゅこう　　　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はい ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ちゃくよう

　　　　　　　　　　　　しょうがい　　　　　  ひと　　 き がる　　こえ

めざす将来像
だれもが社会の中で 個性を生かし 生きがいを持って

自分らしく暮らす 環境が整っています

あいサポート運動の推進

あいサポート運動とは

それぞれの立場で取り組みましょう
たち　 ば　　　　と　　　　く

ヘルプマーク・ヘルプカードの配布・広報活動の実施

障がいを知り、共に生
きる
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本市では、障害や障害のある人への正しい理解を深めるため、市民に対してあいサポート
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月に鳥取県で始まり、山口県でも平成27年8月から運動を推進し

ています。

あいサポート研修を受講した人には「あいサポートバッジ」が配布されます。このバッジを着用す

ることにより、障害のある人が気軽に声をかけやすくなります。

○事業主等への啓発・広報

○就労支援関係機関との連携による

　就労支援体制の構築

○障害者就労施設等への支援

キーワード めざす将来像を実現するために必要なこと 市の主な取り組み

基本方針 3 いきいきと自分らしく社会参加できるまちづくり

ヘルプカード ヘルプマーク

障害や障害のある人への正しい理解を深めるために

●一人ひとりに合った教育が受けられるよう

にしましょう。

●だれもが障害について学ぶことができるよ

うにしましょう。

○インクルーシブ教育システムの構築

○保護者への相談支援体制の充実

○個々の特性とライフステージに応じた

　教育支援の実践

○教育環境の整備

●障害のある人が外出しやすくなる手助けを

しましょう。
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ようにしましょう。

○文化芸術活動の支援

○スポーツ活動への参加促進

○コミュニケーション支援と

　その担い手の確保

○外出機会の提供と当事者団体等への支援

働　く

学　ぶ

参　加

す　る

～自立支援と社会参加の促進～

障害のある人が地域の行事

などに参加しやしくなる工

夫をしましょう。

地　域

地域の行事やいろいろなイ

ベントに参加しましょう。

必要な情報を積極的に

集めましょう。

障害のある人

一人ひとりの学びや働

くための環境整備、外出の

ための情報を提供しましょ

う。ボランティアの育成

をしましょう。

関係機関

うん　どう　　　　すい　 しん

うん　どう

本市では、義足や人工関節を使用している人、内部障害や難病の人など、外見から分から
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ます。
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この冊子には、各ページの文字情報を格納した「音声コードUni-Voice」が印刷されています。

これをスマートフォン用音声コードリーダーアプリ「Uni-Voice」または、視覚障害者向け

アプリ「Uni-Voice Blind」で読み取ると、格納された文字情報を音声で読み上げると同時に、

テキストにて画面表示されます。

「音声コードUni-Voice 」の使い方

　　　　　　 さっ  し　　　　　  かく　　　　　　　  　も　じ じょうほう　 かくのう　　　　　 おんせい　　　　　　 ゆ  に 　　ぼ　い す　　　  いんさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よう おんせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ゆ   に　　 ぼ　  い す　　　　　　　　　　 し かくしょうがいしゃ  む

 　　　　　　　 ゆ  に 　  ぼ　い　す 　　ぶらいんど　　　　よ　　　と　　　　　　 かくのう　　　　　　  も　 じ じょうほう　　おんせい　　　よ　　　あ　　　　　　　どう じ

　　　　　　　　　　　　　 が めんひょうじ

おん　  せい　　　　　　　　　　　  ゆ      に　　　　　ぼ　　い　　す　　　　　　　　　　  つか　　　　  かた

7

はっこう　　 へんしゅう　　み　ね　し　し　みんふく　し　ぶ　 ち　いきふく　し　か

   れい  わ　　　  ねん　　  がつ

 み　  ね　　 し　しょう  がい　 しゃ  けい    かく　　 れい　 わ　　　 ねん　  ど　　　　 れい    わ　　　 ねん　  ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばん

やまぐちけん み  ね  し おおみねちょうひがしぶん

※スマートフォンのアプリ検索で「Uni-Voice」で検索してください

障害のある人の福祉に関する相談
しょうがい　　　　　　 ひと　　 ふく し　　　かん　　　　 そうだん

けんさく　　ゆ に 　 ぼ い す　　　けんさく

そう ごう そう だん   し  えん でん わ

総合相談支援センターみね

Step.1 Step.2 Step.3 Step.4 Step.5

電話：0837-54-0039　FAX：0837-54-1232

メールアドレス：soudanmine@gmail.com［住所］ 美祢市大嶺町東分1710-1
み  ね  し おおみねちょうひがしぶんじゅうしょ

障害のある人の虐待・差別に関する相談
しょうがい　　　　　　 ひと　　 ぎゃくたい　  さ  べつ　　 かん　　　　 そうだん

 み　  ね　 し しょうがい しゃ ぎゃくたい ぼう　し

美祢市障害者虐待防止センター 電話：0837-54-0039　FAX：0837-54-1232

休日夜間電話番号：090-1184-7830

メールアドレス：soudanmine@gmail.com

［住所］ 美祢市大嶺町東分1710-1

　　　（総合相談支援センターみね内）

み  ね  し おおみねちょうひがしぶん

そうごうそうだん し えん　　　　　　　　　　　ない

じゅうしょ

日常の身近な相談相手
にちじょう　　  み  ぢか　　 そうだん あい て

身体障害者相談員、知的障害者相談員が地域や団体の中で身近な相談に応じています。

 み　 ね　 し　 ち　いき ふく　し　 か

美祢市地域福祉課 電話：0837-52-5227　FAX：0837-52-1490

休日夜間電話番号：0837-52-1110

メールアドレス：fukushi@city.mine.lg.jp［住所］ 美祢市大嶺町東分326-1
み  ね  し おおみねちょうひがしぶんじゅうしょ

しんたいしょうがいしゃそうだんいん ちてきしょうがいしゃそうだんいん    ち いき　 だんたい　  なか　　 み ぢか　　そうだん　  おう

でん わ

きゅうじつや かんでん  わ ばんごう

でん わ

きゅうじつや かんでん  わ ばんごう

相
談
窓
口

そ
う   

だ
ん

　ま
ど

　ぐ
ち

Uni-Voiceアプリを

起動します。

Scan Voice-Code

ボタンをタップし、

カメラを起動します

画面中央の読み取り枠

に、Uni-Voiceコードを

合わせます。

スマホが振動したら、

認識完了です。

画面が切り替わり、自動

的に音声が流れます。

ゆ に　　ぼ い す

きどう

すきゃん　 ぼ い す　　こーど

　　　　　　 き どう

が めんちゅうおう　よ　　 と　　わく

　　 ゆ に　　ぼ い す

あ

　　　　　　しんどう

にんしきかんりょう

が めん　　き　　か　　　　   じ どう

てき　おんせい　なが


